



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ルイシュとミイラとの対話Dialogo di Federico Ruysch e delle 
sue mummie」の冒頭に置かれている韻文（11音節詩行と7音節
詩行によるカンツォネッタ形式）である。レオパルディとペト
ラッシの間には100年ほどの隔たりがある。また、原詩が作曲
家によって再解釈され音楽作品として提示された時点ですで
に同じ作品ではなくなり、それが音楽作品の特徴ともなる点
をポッツィは指摘している。
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